
地

球

鱒

二
十
六
怨

次
に
例
解
使
料
地
と
か
'
又
は
御
即
位
の
際
の
悠
紀
･

主
基
田

の
如
-
虫
害
醐
官
に
輔
す
る
御
料
地
の
選
定

は
､
を
の
地
の
格
'
即
ち
歴
史
的
偵
件
が
優
れ
光
る
地

を
選
ば
れ
る
葦
が
多

い
｡
此
の
見
地
よ
わ
見
れ
ば
本
地

域
は
恭
仁
京
の
故
地
に
し
て
､
風
光
亦
情
麗
在
れ
ば
光

条
あ
る
大
任
を
負
ふ
ほ
通
皆
な
る
所
で
あ
る
其
の
他
或

は
藤
堂
氏
封
幕
府
の
槻
係
等
も
あ
っ
た
の
か
判
ら
な
い

が
､
霜
に
記
載
す
る
の
資
料
を
有
し
覆
い
｡

以
上
を
以
て
概
略
選
定
の
班
由
と

す

る
朗

で
あ
る

が
､
結
局
本
地
域
の
地
理
的
諸
修
件
の
卓
越
し
て
ゐ
た

節

-
雛

宍

五
八

瓢
が
'
其
の
重
要
在
る

1
園
を
濁
し
て
ゐ
る
も
の
で
は

あ
る
悪
い
か
｡

終
に
本
調
査
な
行
ふ
ほ
営
力
､
資
料
蒐
基
其
の
他
に

御
指
導
和
姦
カ
h
I仰
い
だ
京
大
中
村
新
太
郎
教
授
'
同

中
村
文
撃
部
助
教
授
､
柴
田
撃
士
､瓶
原
瀬
長
同
助
役
､

恭
仁
小
撃
枚
長
於
音
源
重
郎
氏
他
職
員
'
同
村
林
慶
次

郎
氏
又
資
料
蒐
基
に
御
援
助
を
仰
い
だ
中
西
彦
治
氏
等

の
井
手
守
諸
氏
に
謹
ん
で
戚
謝
の
意
を
衷
す
る
次
第
で

あ
る
○

(
昭
和
十
年

一
月
五
日
記
)

江
州

信

楽

焼

の
立

地

的
観

察

F
J一
水

和

薬

原

料

セ
キ

(

石

瓶

及

び

衣
類
を
使
用
す
う
長
石
質
岩
石
の
分
僻
物

よ
カ
覆
る
悦
料
を
石
と
い
ふ
'
石
頻
は
主
と
し
て
附
近

杉

山

精

一

の
郡
内
北
紬
村
字
山
上
'
小
川
村
竿
秤
原
､
長
野
町
争

覇
於
尾
､
三
雲
相
手
三
雲
､
伊
賀
問
阿
山
郡
石
川
相
で

他
に
三
河
問
加
茂
郡
顔
見
､
及
び
熊
本
嘱
天
草
地
方
よ



-1
抽
入
す
｡
戯
鬼
石
､
天
革
石
等
は
白
色
軸
に
用
以
ら

れ
p
石
川
柑
産
は
信
楽
特
色
の
生
海
鼠
軸
に
敢
79
良
き

原
料
と
し
て
重
要
醜
さ
れ
､
貴
生
川
輝
よ
-
信
楽
町
に

至
る
沿
道
に
産
す
る
山
上
産
は
'
蛾
分
多
-
品
質
は
良

(幻
)

く
を
5,が
債
が
低

さ
た
め
多
-
用

S
ら
れ
､
三
雲
石
は

三
雲
停
車
場
よ
み

.i里
距
れ
力
学
赤
禿
ほ
度
し
荒
石
と

し
て
京
都

へ
迭
夕
粉
砕
さ
れ
て
再
輸
入
と
在
る
｡

衣
類
は
主
と
し
て
渥
次
､
英
次
を
用
ふ
､
何
れ
も
水

簸
し
て
用
ひ
､
義
は
本
膳
よ
-
買
以
集
め
京
都

へ
運
び

滞
び
逆
輸
入
す
'
木
次
は
各
地
及
京
都
よ
-,h買
入
す
る

が
､
を
の
品
質
に
差
が
あ
る
が
使
用
に
際
し
て
企
み
影

響
が
な

い
｡
【id
へ

軸

率

旬一川r

落
盤
に

於
で
各
間
の
火
鹿
が
多
少
異
な
る
の
と
､
品

物
の
大
き
い
た
め
之
に
施
せ
る
軸
率
を
平
均
に
熔
融
せ

し
ひ
る

に
注
意
を
要
し
､
間
の
火
前
､
中
､
奥
に
ょ
ヵ

昭
和
も
鍋
軸
を
作
る
事
は
勿
論
'
大
形
は
在
る
と
前
'

後
の
和
h
t異
ほ
し
､
又
を
の
中
間
物
の
軸
を
作
ら
ぬ
ば

在
ら
ぬ
､
こ
れ
は
波
尾
地
方
の

1
の
軸
に
此
べ
て
雲
泥

江
州
信
難
盛
の
立
地
的
視
察

の
差
あ
hh｡

一
般
に
信
楽
焼
の
軸
率
は
大
腰
不
透
明
着
色
軸
で
､

特
に
厚
-
掛
け
'

一
同
地
軸
の
上
藍
に
種
々
の
軸
を
意

匠
的
に
施
し
'
流
れ
妙
味
を
玩
ぶ
魔
に
特
色
が
あ
る
｡

着
色
軸
に
生
海
鼠
色
･瑠
璃
色
･浪
青
色
･薄
青
色
･織
部

色
･青
竹
色
･褐
色
･赤
物
･捌
黒
色
･紅
色
等
の
外
無
色
｡

白
色
･白
萩
･攻
入
･化
粧
掛
等
あ
ヵ
｡

信
楽
の
軸
薬
の
中
心
は
生
海
鼠
軸
と
云
っ
て
過
言
は

を

い
'
最
も
責
れ
行
き
の
良

い
軸
で
あ
る
｡
生
梅
鼠
軸

は
石
器
に
ょ
-
う
つ
る
も
の
で
管
よ
-
火
鉢
植
木
鉢
に

施
さ
れ
て
玩
虞
ru
れ
て
兼
ね
｡
支
那
生
海
鼠
軸
は
元
凍

着
色
性
を
含
む
鱗
物
の
も
の
を
着
色
剤
と
し
わ
る
鏑
係

よ
わ
､
現
在

の
化
撃
的
薬
晶
を
着
色
剤
と
す
る
菅
生
海

鼠
軸
よ
与
少
し
黒
ば

5,戚
が
す
る
､
生
海
鼠
軸
は
そ
の

0
0
0
0

0
0

流

れ

工

倉

及
む

ら

(
斑
紋
､
流
絞
)
が
通
普
在
る
事
が
必

須
修
件
で
あ
る
｡

火
度
低

さ
信
楽
窯
は
於
け
る
生
海
鼠
軸
の
主
要
原
料

は
､
三
強
牒
阿
山
郡
市
川
村
よ
-
産
す
る
有
川
石
は
p

他
の
長
石
に
此
し
政
も
斑
紋
'
流
絞
及
和
訓
に
優
秀
を

克

五
九



地

球

第
二
十
六
番

-,>と
い
ふ
｡
石
川
石
は
菅
よ
り
水
簸
物
が
用
S
ら
れ
た

(T
/)

が

試

蘭

の
砧
基
水
簸
は
要
し
夜

い
と
云
ふ
､
但
し
石
川

石
塊
洋
物
の
混
加
は
四
割
ま
で
頗
る
良
好
で
あ
る
が
'

そ
れ
以
上
は
斑
紋

｡
流
絞
漸
次
大
と
在
力
量
色
不
良
と

在
る
○

(
'･[
･.
)

*
L海
鼠
色
の

概

準

軸
を

ポ
す
と

節
ll
助

言

六

〇

コ
バ
ル
ト

一
七

〇

三

〇

次

は

自

基

軸
は
糸

取
鍋
､
使
界

'

湯
奏
等
に
は
比
の

軸
率
の
み
が
施
さ
れ
る
傾
向
が
あ
ゎ
､

と
併
せ
用
ふ
る
事
が
多

い
｡

又
他
の
着
色
薬

顎

加

地

次

市

川
石

船
鬼

石

三

宝

石

釧

粉

ク
ロ
ー

ム

コ
バ
ル
ト

同
上
掛

1'･TJ
式

次

.膵

1iJ

同前
川

前

銅

粉

塊一〇
升

一
五JI′四四

一八
五
匁

八
〇
二

〇奥三
〇
升

(
正
味
)

六
〇

(
捧
)

三
〇

1
0
〇

八
凹
○
匁

二

二
升

二
四
1
七九

しー

ノ

三六

〇
匁

一

二
二
六
川
八

火
前
一
三
升

.i
九九

川五

七
〇
匁

六

八
二
六

i.:i;

it
:

侭

次

隣

鬼

石

三

要

石

石

次

l 云 三 台 喜 (-)

r き き 空 言 (二)

F 六 六 石 云 (三〕

l 六 六 三 云 (四)

l 六 六 八 云 (蕊 )

三 三 二 = 岩 (六 )
奥

一 〇 〇 〇 二 (七 )
lP

三 〇 ⊂⊃ 〇 三 (入)
塞
l川

火
前六

升
七四

二
〇
二
二L･?
,

＼lノト

燃

料

甘一ロ

多
-
蒸

窯

で
あ
る
か
ら
於
材
を
使
用
す
る
'
宛
も
袋

の
内
の
如
き
場
所
で
あ
る
か
ら
最
も
便
利
を
附
近
の
山

林
よ
-
供
給
す
る
も
､
長
年
月
間
に
は
そ
の
畳
が
乏
し

-
な

み
､
次
第
に
遠
軽

へ
行
-
｡
従
っ
て
運
搬
費
が
嵩

ず
る
故
勢
以
峠
を
越
え
た
甲
賀
平
原

･
伊
賀
地
方
が
主

要
の
供
給
地
で
あ
っ
た
が
､
大
正
初
年
償
格
問
題
で
協

定
出
来
ず
､
伊
賀
地
方
の
新
屋
の
不
褒
同
盟
に
過
S
陶

業
中
止
の
苦
さ
綻
廟
を
昔
め
ね
た
め
急
に
殖
林
計
憲
が

講
ぜ
ら
れ
た

｡



棺
無
と
し
て
は
他
地
方
の
如
-
石
炭
を
使
用
す
る
rJ

と
の
良
否
は
今
荷

一
つ
の
問
題
と
し
て
輿

へ
ら
れ
て
ゐ

る
0枚
材
は
共
同
ほ
て
購
入
し
て
分
配
し
て
ゐ
る
が
､

一

把
の
大
さ
廻
～,h
l
t
五
八
長
ru
二

四
八
で
目
方
平
均

約
六
甘
五
十
匁
な
み
.

一
回
焼
成
に
要
す
る
松
材
は

(
寮
窯
で
十

l
問
を
持

つ
も
の
)
素
焼
で
平
均
七
百
四
十
六
兼
本
焼
で
四
千
三

i･
塊
を
婁
す
と

い
ふ
｡
松
材
は
普
地
方
の
外
京
都
府
及

兵
庫
賑
よ
み
供
給
を
受
け
て
順
調
で
あ
る
'
も
し
不
足

の
場
合
は
兵
庫
糠
下
の
囲
有
林
沸
下
の
誓
約
あ
る
を
以

て
昔
の
如
d
tJ杜
絶
に
遇
ふ
心
配
は
な
-
在
っ
た
｡

.
昭
和
九

年
使
用
量
は
稔
材
四
十
四
欝
四
千
五
首
五
十

八
兼
を
の
慨
格
二
薗
六
千
官
二
十
四
囲
四
十
銀
で
そ
の

内
評
は
於
丸
太
が
千
八
宵
八
十
八
東

(
三
宵
二
十
八
回

五
十
銀
)
伊
七
本
が
千
百
十
二
兼

(
二
百
図
十
銀
)
於

制
木
が
四
十
四
甫
四
千
五
百
五
十
八
東

(
十
番
五
千
四

百
九
十
四
図
三
十
銀
)
で
あ
る
｡

(Sj
)(27
)(弘
)

焼
成
に
婁
す
る
荊
材
糞
は
次
表
で
示
す
が
如
-

江
川
信
難
癖

の
立
地
的
視
察

倍
柴
本
焼

淋
戸
丸
鱈

潮
戸
古
楽
六 八 本
冒/童裸問

苦言亮水間フ

含蓄重光悶テ

二宮 妻-∴パ･
一一. L'llヽ七一三 ノ
呂望望東関

召/蓋米Rijヲ

竃/責-#間J7

//義光Fm'/b

//亮来町

フフ 言宗野

//蓋東町
rTll±//望米

買毒留 分
三善吉光計

信
架
本
焼
は
胴
木

間
に
約
八
百
兼
他
の
間
は
飴
熱
と

容
積
の
大
小
に
ょ
つ
て
多
少
異
な
る
も
二
官
乃
至
三
宮

兼
で
紙
計
四
千
三
十
兼
で
組
容
積
六
千
三
百
四
立
方
米

に
在
～,二

立
方
尺
に
つ
き
〇
､
六
兼
を
要
し
､
瀬
戸
育

窯
は

一
立
方
尺
に
つ
き

〇
七
五
兼
を
要
せ
-
0

)手

動

カ

nl一川r

信
楽
陶

業
は
昔
時
家
庭
工
業
で
家
族
及
親
戚
等
が
'

焼
成
臼
を
典
ほ
し
で
互
に
手
膝
っ
て
兼
ね
か
ら
'
手
工

的
ほ
物
品
を
製
作
し
て
充
分
間
に
食
っ
た
が
､
事
業
が

静
展
す
る
に
後
払
素
地
捷
産
に
封
す
る
要
求
が
感
に
を

㌔

従
来
の
手
作
与
で
は
大
豊
的
の
儲
要
を
充
す
乙
f
J

能
は
ず
窯
の
操
業
上
に
差
支
え
が
庄
じ
'
之
が
補
給
を

満
足
さ
す
た
め
勢
以
機
械
を
探
用
せ
る
rJ
と
に
在
る
0

機
械
力
利
用
は
大
正
四
年
細
山
に
信
楽
電
気
磯
電
所
設

置
に
よ
与
P
始
め
で
機
械
化
の
使
件
が
備
つ
ね
わ
け
で

qT1

六

一



地

球

第
二
十
大
谷

あ
る
､
加
ふ
る
ほ
欧
洲
戦
乱
は
よ
白
鍵
鱗
的
の
膨
脹
は

よ
ら
大
量
注
文
と
怒
ら
P
か
-
て
必
然
的
は
生
産
設
備

の
腫
脹
が
叫
ば
れ
'
原
料
を
噂

加す
る
た
め
第

1
は
調

士
工
程
が
機
械
化
さ
れ
て
p
陶
土
の
供
給
は
確
保
さ
れ

ね
が
p
素
地
製
作
が
手
工
業
の
た
め
需
要
に
鷹
す
る
rJ

と
困
難
と
な
み
P
素
地
職
人
に
不
常
を
る
賃
金
の
要
求

に
過
以
'
蓬
に
大
正
九
年
十

1
月
は
石
野
旦
三
氏
に
よ

･

み
石
腎
型
を
州
ひ
て
機
械
的
成
形
が
開
始
さ
れ
工
賃
六

割
の
引
下
げ
が
出
水
た
､
そ
の
反
動
を
受
け
て
急
に
機

械
化
が
叫
ば
れ
p
機
械
戦
機
の
使
用
益
々
盛
と
夜
-
此

魔
に

1
大
劃
元
を
成
し
た
｡

現
在
は

(
昭
和
十
年
八
月
調
)
機
械

ロ
ク
ロ
は
七
十

入
違
と
な
み
各
値

p
ク
P
数
三
宮
四
十
六
轟

(内
手

口

ク
エ

1苫
六
十
二
轟
'
足

ロ
ク
ェ
ハ
姦
)
の
漸
-
二
割

二
分
し
か
皆
ら
在

い
状
態
で
未
だ
は
手
工
業
時
代
の
伴

(>?.)

を
残
し
て
ゐ
る
｡
衣
に
動
力
使
用
磯
生
状
況
は
次
の
棟

で
あ
る
｡

鮮

一
班

九

年

L

lii
.

◆l

′JI
･

十
1

年

十

三

年

十

四
年

昭
利
1
舛
二
年
三
年
六
咋
ヒ
.iL

l
′ユ

J
.A
､′.t｣

___I【●一･一.一一一一一一二二__一

六
二

■
一
二四一〇四■凹

､
二■

訊

土

五

調
土
成
形

〃
･〃.

成

形

訓
土
成
形

式

成

形

訓
土
成
形

成

形

凹
'
五

調

土

成

形

二

成

形

か
-
て

調
士
に
於
で
は
機
械
力
に
魔
迫
さ
れ
漸
-
人

力
は
補
助
の
倖
股
は
逐
は
れ
'
成
形
ほ
て
は
機
械
力
が

充
分
用
以
ら
れ
て
も
技
工
を
婁
す
る
故
今
相
克
要
の
位

置
は
坐
-
､
石
筒
型
ほ
て
は
不
熟
練
の
人
を
し
て
も
良

-
そ
の
能
力
を
凝
滞
さ
せ
る
に
易
々
と
在
っ
た
.

電
力
料
金
は
左
の
如
し

昨
月

盗

数

描
力

大
jE
末
年

二

三

七
年

一

三

定

餌
料
金

]轟
!ヶ
月

塔
力

蜘

1
椙
力
末
端

六
㌧
二
五

五
鵬
力
以
下

八
'
七
五

十
槌
力
以
下

八
､
七
五

十
馬
力
超
過

八
､
0
0

役
見
料
金

準
備
料
H

描
カ

]鵜
力
一ケ
月

一
描
力
以
上

二
郎
〇
〇

五
指
力
以
下

-

十
指
力
以
下

ニ
'
〇
〇

十
椙
力
超
過

二
'
0
0

脚
光
料

キ

ロ
ワ
ッ
ト
時

O
脚
〇
五
五

〇'〇五
〇

〇㌧○凶
五



(望

別

枝

筏
彦

:-
:黙
約
帯
地
花

餅的
研
究

地
珊
孜
竹

二

十

塔

円
批

(1
)
代
々
水
村
紙

..J

.鞍
it.地

形
惑

地
乃ー
孜
巾

十
'<
牲

44
.班

(3
)
化

蕃

弘

政
所
他
門
.
桝
の
防
州
畑

地
珊
聯

三
谷

三
醗

(S
)
中
村
新
米
価

近
位
t-1

部
に於
け
る
地
餌
林
法
線

地
球

二
十
二
懲

況
班

(1
)
野

口
保

典

工
窮
地
珊
粍
訣

他
部

二
十
六
怨

三
汀

一
雄

(1
)
山

下

停

小
口

大
放
開
帖
耽
明
岱

(e
n

珊

稲

岐
斗
鞍
舶
釈
地
方
の
柿
土

岨
ル
聯
榊
故
溶
脱
料

ES
#
.令

(20
)
軒

並
1.
す
餌
日
に
｡
HC
)
で
あ
る
'
六
寸

.+
ガ
に
什
九
汀
孔
限

.
∽

人
文
的
敢
書
的

要
素

Eidイ

窯

なしH-

(訓
X
別X紀
)

爪
柴
窯
の
此
初
の
も
の
と
怯
え
ら
れ
る
穴

駕
は
代
襲

(21
)
介

楯
感
次
郎

(班
)
耗

鞍

他

党

(お
)
放
北
村
博
止
.

(24
)
'3
1袈
喋
陶
試

(2
)

介

紙

拡
次
郎

(26
)

介

栃

溢
次
郎

(2
)
北

村

博

七
.

(28
)
北

村

博

1
.

(29
)
松

本
弧

胡

m
柴

陶
や
開
発
硫
料

氏
戟
赦
髄

節

二
汀
･.(
卜
七
批

二
十
･:(
.･;

(
紅
茄
協
骨
舶
)

試
難
<･東

野

こ
.R
l

竹
:二
十

1I
打

i.}
七
托

前
川
tG
の
鵜
lt=
が
粘
以
軸
に
放
す
彬
群

に
就

い
て

･

前
端

黙

駐
灘
誌

姉

ニ
:I;
七
卜
粒

前
掬

同

第

二
打
･'ハ
ト
<
腕

紙
苓
食

塊

節

-TI脊

照
井
令
災

i-3:一●一巻

e
･溌
掬

発
に
於
け
る
絶
好
及
支
配
形

滋

の
坦
慈

≡
+
:):;I;

分幕間二節

節
よ
-
.r,13

町
ほ
ど
距

れ
ね
大
山L

長
野
の
西

北
窯
谷
に

あ

-
○
無
口
来

両

側
料

地

A
.利
州

し

て
穿
て

る

も

の
で
､

窯

は
高

n

七
八
幅

五

八
粍
さ
四

八
陶
器

を

托
州
m
繁
鍵

の
･>
:地
的
取
紡



地

球

妨

二
十

六

や

排
列
す
る
土
橋
五
階
と
在
み
.
を
の
奥
の
上
に
煙
口
あ

-
､
俸
故
に
よ
る
と
信
楽
飯
道
寺
の
開
風
行
基
菩
薩
の

指
導
を
受
け
て
築
造
し
た
も
の
ら
し

い
｡

信
楽
の
本
焼
窯
は
普
通
古
風
在
る
登
窯
で
伊
賀
､
伊

勢
地
方
と
共
は
大
磯
京
染
の
種
類
に
属
し
､
寒
空
よ
与
TI-
'ハ･-

登
鴛
に
婁

-
L
は
何
時
頃
か
知
-
難

い
'
窯
は
綬
勾
配

式
で
三
寸
登
-
で
丸
窯
で
あ
る
｡
即
製
品
の
大
き
物
は

漸
々
ほ
熟
し
て
長
時
間
を
か
け

て焼
成
す
る
必
要
が
あ

5l珊
n

る
か
ら
濃
尾
地
方
の
古
窯
は
対
し
て
皆
無
の
坪
で
小
物

を
焼
-
黄
瀬
勅
旨
p
及
醐
山
の
窯
の
築
窯
上
に
就

い
て

鮮

1
班

志

六
四

は
大
物
の
長
野
の
窯
は
比
べ
て
大
差
が
覆

い
'
箇
地
方

は
素
焼
鷲
を
設
け
ず
素
焼
を
婁
す
る
時
は
本
窯
の
賓
を

用
ふ
｡
現
在
使
用
す
る
窯
は
八
十
二
基
で
内
七
基
が
石
炭
窯

で
あ
る
'
地
方
は
よ
･a
多
少
相
違
あ
る
が
略
同

一
で
胴

未
開

(
火
袋
)
と
八
乃
至
十
宴
よ
-
在
っ
て
息
-
時
に

十
四
賞
の
も
の
も
あ
る
'

1
ノ
間

ニ
ノ
間
は
軍
小
さ
-

三
ノ
間
よ
み
大
と
な
み
八
ノ
間
以
上
は

.i
番
犬
p
uい
.

(g
)

窯
の
容
積
を
見
る
に

中
間
の
壁
の
厚
n
l
尺
容
積
六
千
三
百

〇
四
立
方
尺

(那
)

(訓
)

で
瀬
戸
地
方
の
丸
窯
､
有
田
地
方
の
古
窯
の
容
積
と
此

べ
て
.
各
特
長
を

不
せ
む
｡



但
し
信
楽
で
も
糸
取
鍋
専
門
の
室
は
器
物
の
太
さ
よ

-
計
算
し
次
表
に
示
す
が
如

き
形
で
あ
る
.

ノ
間
二
ノ
間
の
暖
ま
る
ほ
従
以
上
よ
-
内
部

へ
役
所
す

る
が
十
時
間
で
間
楽
に
移
･n
五
十
時
間
以
上
に
及
び
焼

成
を
完
了
す
る
.｡
色
軸
に
よ
る
時
間
の
加
減
及
投
新
の

銅
盤
は
専
門
家
の
窯
焚
き
人
は
あ
ら
ざ
れ
ば
そ
の
技
を

知
る
革
が
難
し

い
0

月
別
焼
成
同
数
は
(
昭
和
九
年
)
.1
月
十
回
p
二
月
三

ノ

間
テ

且
七

ノ

間
E<

1∵ ･､情

.Tt.:17:

喜謂 書 芸 尺

砦 JTL<三六ヽ ヽヽI
_⊆)⊂⊃j⊇Ljq:｣._
質
='. -tj tn.1 >llAヽヽ ヽ ヽ⊂)g ⊂】竺L
｢~l■.
I::.)人 r､,芯
ヽ 1 ヽ ヽ
⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃

三瓦 くつ ⊂=〕 一工こ

十
四
回
､
三
月
四
十
八
回
､
四
月
五
十

九
回
'
五
月
六
十
六
回
､
六
月
六
十
七

回
､
七
月
五
十
七
回
､
八
月
五
十
二
回

九
月
五
十
七
回
'
十
月
五
十
六
回
､
十

一
月

窯
の
位
置
は
山
の
傾
斜
地
に
築
か
れ
'
工
場
及
位
宅

(:･:.)

よ
-
離
れ
､
時
は
敗
町
隔
-
.あ
わ
操
業
上
不
便
在
-
｡

0
0
0
0
0
0
0

焼

成

火

度

及

成

績

火
鹿
は
平
均

sk
9
-
sk
t
0

で

火
前

の
天

s
k
l
L
同
根

sk
l
O
中
上
方

sk
l
O
奥
の
天

sk9
同
根

sk
∞

で

一
河
の
焼
成
時
間
八
十
三
乃
至
八

十
八
喚
問
で
胴
未
聞
を
大
勝
二
十
七
時
間
位
と
す
る
と

敢
初
の
十
七
時
間
は
下
に
で
新
を
燃
し
､
胸
水
聞
及

一

江
州
信
教
塊
の
立
地
的
槻
寮

六
十
二
回
'
十
二
月

六
十
三
回
で
合
計
六

宵
三
十

一
回
と
夜
か

決
算
期
た
る
六
月
､

十
二
月
が
政
も
多

い

か
-
tJ焼
成
さ
れ
た

晶
物
を
検
査
し
た
姑



第 四 同 乗内品物仕組配置
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節

Ti
雛

rtl.I,

六六

某
は
次
の
間
の
如
し
｡

石
炭
窯
に
使
用
す
る
石
炭
は
主

は
九
州
よ
-
敬
-
稀
に
撫
順
汲
む
購
入
す

る

乙
と
あ

エリ
0O
O

OO
O
O
O
O

嚢

内

の品物
の仕
組
窯
の
各
間
の
許
方
は
火
前
'

中
.

奥

の三
つ
に
置
別
L
p
火
前
は
恒
鉢
積
と
し
､
中

奥
の
品
物
に
腰
が
直
接
梱
る
㌧
を
防
ぐ
と
同
時
に
小
物

を
入
れ
て
完
全
焼
成
に
勉
め
､
中
は
大
形
及
胴
の
張
っ

た
品
の
火
鉢
'
水
盤
'
壷
等
を
焼
き
'
奥
は
立
鞘
間
の

利
用
で
火
前
と
同
様
を
小

さ
さ
品
物
を
入
れ
る
'
但
し

便
器
は

一
様
に
並
べ
仕

組

に

何
等
の
工
夫
も
用
払
覆

('a
)

い
､
主
な
る
品
物
の

配

置

グ
ラ
フ
を
表
す
と
四
同
の
如

し
0婁
す
る
は
信
楽
焼
は
軸
塾
が
殆
ん
ど

一
定
で
あ
る
か

ら

一
般
品
に
於
て
は
を
の
形
状
に
依
っ
て
を
の
場
所
を

決
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
｡
即
ち
植
木
鉢

湯
姿
､
等
は
前
部

へ
､
中
部
の
火
鉢
'
水
盤
類
の
如
し
｡

特
種
晶
に
至
っ
て
は
そ
の
軸
薬
に
よ
っ

であ
る
場
所
を

定
め
る
革
も
あ
る
｡



11
mH】

口

穿

働

力

lⅦtロ

山
間
に

あ
る
仙
郷
で
交
通
不
便
の
た
め
p
巷
鹿
最
に

比
し
て
放
資
が
意
の
如
-
行
ほ
れ
ず
従
っ
て
昔
は
陶
土

は
恵
れ
光
村
の
農
家
さ
へ
農
閑
期
に
自
ら
焼

い
て
附
近

の
需
要
に
伏
し
カ
に
過
ぎ
を

い
'
窯
の
設
置
及
焼
成
が

搬
し
い
か
ら
誰
人
も
之
が
行
は
れ
る
筈
に
は
ゆ
か
ず
共

同
窯
ほ
で
焼

い
て
ゐ
た
O
其
後
平
安
朝
時
代
に
夜
b
L銀

貨
流
通
感
に
な
っ
た
の
と
農
業
の
磯
蓮
に
つ
け
､
種
壷

の
需
要
の
樹
卸
し
た
の
で
京
都
は
近
さ
輔
係
上
､
か
J

る
田
舎
の
郷

へ
も
取
引
が
漸
-
開
け
て
'
生
産
樹
加
と

精
巧
晶
の
必
要
上
静
銀
工
業
と
夜
-
､
そ
の
賃
金
は
生

計
に
普
て
ら
れ
'
原
料
の
陶
土
､
新
村
及
鼻
働
で
自
給

自
足
で
軍
在
る
地
方
産
業
で
あ
っ
た
が
徳
川
時
代
と
な

(洲
)

つ
で
封
建

領

主

の
窮
乏
甚

し
き
た
め
p
農
民
は
塗
炭
の

苦
を
な
め
､
田
畑
は
人
手
に
渡
少
し
も
離
村
を
欲
せ
ず

皆
小
作
人
と
改
み
､
農
閑
期
は
少
々
の
利
益
を
得
る
た

め
各
自
が
競
ふ
て
焼
屋
を
始
め
ね
が
振
は
ず
､
明
治
時

代
ほ
を
-
自
由
営
業
が
確
立
し
.
次
で
交
通
が
盛
と
在

托
州
信
楽
焼
の
立
地
的
槻
娯

カ
､
生
産
上
に
甚
大
怒
る
影
響
を
生
ぜ
し
め
､
史
に
歓

洲
戦
乱
の
結
果
財
界
の
野
晒
の
た
め
､
生
産
意
の
樹
加

に
件
払
､
努
力
需
要
の
鼻
働
者
の
需
要
を
求
ひ
れ
ど
も

急
は
間
に
合
は
ず
へ
超
に
生
産
工
濃
を
機
械
化
と
を
し

以
て
鼻
働
カ
の
節
減
を
固
-
L
も
鼻
働
者
は
漸
次
埼
加

を
不
L
t
鼻
側
者
は
ほ
と
ん
ど
骨
町
内
ほ
で
補
足
n
れ

革
資
間
の
朗
係
も
此
校
的
固
溝
で
勢
働
争
議
も
皆
無
で

あ
る
｡
今
日
陶
業
従
業
者
六
百
五
十
人
の
内
債
か
四
十

九
人
が
他
町
村
よ
-
入
-
込
む
'
そ
の
率
は
六
分
に
し

か
潜

っ
て
ゐ
な

い
'
印
南
の
小
原
村
よ
-
十
九
人

(
内

女

l
人
)
北
の
雲
井
朴
よ
旦

二
十
人
を
-,ち

(S
)

過
去
十
二
年
間
の
人
口
趨
勢
を
見
る
往

信

兜

町

長

野

院

人

声

胡

女

計

戸

大
正
十
二
中

豊
0
111
10
宅

一実
現

蒜
云

孟
宗

貢
七

昭
利
七
年

窒
Otl
lO
八九

二三
九

蒜
四川
三
八三

実
現

昭
和
九
咋

霊
蒜

10九
1

73L(未

完
1四
至
宝

宍
FS.

敵
も
陶
業
の
盛
在
る
長
野
ほ
て
は
僅
か
に
四
十
五
月

の
埼
加
で
人
口
僅
か
十

一
人
の
倣
槍
と
は
珍
し

い
現
象

で
何
が
原
因
す
る
か
の
問
題
は
他
日
は
決
る
､
又
陶
業

慧

六

七



地

球

節
二

十
六
怨

は
従
姉
す
る
も
の
J
内
女
手
は
僅
か
六
十
人
で
金
膿
に

比
べ
九
分
ほ
し
か
替
ら
な

い
投
は
ざ
る
状
態
で
濃
尾
地

方
は
此
し
て
大
物
h
t取
扱
ふ
故
多
-
の
勝
カ
を
要
し
て

女
子
は
不
向
で
あ
る
p
革
は
小
幕
物
p
新
藤
は
使
用
さ

れ
る
ほ
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
p
故
に
女
子
は
生
産
に

l..ll)

制
限
さ
れ
､
飽

和

す
べ
き
生
産
が
他
に
夜

qJた
め
p
進

止
で
大
津
方
面
の
人
絹
工
場

へ
女
工
と
し

て
出
嫁
に
行

ぐ
の
で
あ
る
｡

工
場
は
菅
家
族
の
人
々
は
よ
っ
て
を
n
れ
ね
が
前
述

の
如
-
漸
次
職
工
が
働
-
や
う
に
在
っ
た
｡
使
用
人
数

は
よ
-
別
け
る
と

明
治
四
十
二
咋

職
工
な
き
工
場

証
人
未
満
工
場

先
人
よ
-1
十
人
ま
で
工
場

十
人
以
上
工
場
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〇二

昭

和

九

叫

il

七
'二二
桝
1
人

現
在
は
職
工
五
人
以
上
の
工
場
は
約
過
単
数
を
占
め

二
十
人
以
上
の
も
の
玉
を
数
ふ
る
盛
況
と
在
っ
た
｡

工
場
を
晶
種
別
に
考
ふ
ほ

一
種
の
み
h
t製
造
す
る
所

は
少
-
p
多
-
は
二
種
以
上
を
製
し
て
ゐ
る
.
今
主
な

鮮

1
班

宍

六

八

る
品
種
の
専
業
工
場
を
見
る
ほ

火
鉢
漁
旦
U
p
植
木
鉢
四
八
､
梗
準

一聖

壷
糠
四

八
p
花
瓶
九
p
食
器
六
､

コ
ソ
三
二
p
耐
腰
罪

一
p

製
糸
鍋
三
p
水
撃

二
p
醐
傭
署
E
Ip
於
龍

山
p
土
瓶

二

で
火
鉢
は
二
割
四
分
で
第

一
位
､
植
木
鉢
､
壷

粗
の
二
割
三
分
､
便
器
の

一
割
二
分
で
あ
る
'
副
業
を

合
せ
た
る
火
鉢
､植
木
鉢
.
便
器
､
壷
類
の
徳
用
工
場
は

四
十
に
及
び
金
鰭
の
約
六
割
に
垂
ん
と
し
之
に
婁
す
る

職
工
三
百
七
十
七
人

(
六
割
)
手

p
ク
ワ
宵
八
十
入
違

(
七
割
)機
械

p
ク
ロ
四
十
四
轟
(
六
割
)
に
及
び
主
要
の

珪
産
晶
在
る
と
同
時
に
町
の
産
業
原
動
力
を
指
示
し
て

ゐ
る
○
作
業
時
間
は
工
場
に
依
-
多
少
相
異

あ

る

を

免
れ

ず
'
概
し
て
家
内
工
業
及
徒
弟
制
度
も
行
は
れ
で
ゐ
る

踊
係
上
大
抵
十
時
間
を
普
通
と
し
て
ゐ
る
｡

鼻
働
カ
を
細
別
す
る
に

土

盛

粘
土

を
探
桝
す
る
人

は
た
き
人

粘
土

及
痴
料
を
は
た
き
て
粉
砕
す
る
人

芽-1

工

人

p
ク

ロ
棚
で
邦
土
を
以
て
成
型
す
る
人

ひ
で
し
人

大
物
鮒
工
人
の

祁
助
と
し
て

日
夕

｡
遡
僻
を
授
-



る
人

什

上

人

糸
粥
鍋
'
土
瓶
等
で
納
工
人
の
引
い
た

素
地
を
仕

上
る
人

然
た
き
入

来
を
た
-
A

荷

法

人

娘
品~
条
目雑
に
て
耕
地
資
迭
す
る
人

信
楽
と
し
て
来
賓
在
る
人
は
細
工
人
で
あ
っ
て
主
と

し
て
大
物
細
工
師
で
土
着
の
人
多
-
十
二
歳
頃
よ
ら
稽

古
に
取
掛
少
第

一
に
植
木
鉢
｡
湯
姿
で
練
習
を
積
み
最

後
に
火
鉢
雁
-
と
在
っ
て

一
人
前
と
在
る
｡
大
物
師
在

る
故
京
都
方
面
へ
出
稼
す
る
も
そ
の
披
価
が
入
れ
ら
れ

在

い
か
ら
郷
土
に
止
る
よ
わ
途
触
-
従
っ
て
気
風
は
概

し
て
稔
で
あ
る
｡

賃
金
制
鹿
は
主
に
日
給
で
あ
る
｡
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原

色

日
凍

鋳

物

国

語

利
川
<
票

旭
｡
架
津
秀
中

共
悲

新

譜

和

介

松
邑
三
松
党
政
行

先
侶
二
囲
..<
十
地

鉄
物
は
･E
然
非

の
一
部
で
日
常
血
柵
に
碑
接
な
舶
僻
が
あ
る
が
､
北
‖

血
我
節
の
勅
柵
物
に
比
べ
て
そ
の
知
識
の
と
ぽ
し
い
の
は
､
余
-
そ
れ

に
接
嫡
す
る
機
骨
が
少

い
か
ら
で
あ
る
O
本
省
は
其
政
柄
を
剛
は
ん
も

の
と
て
揃
卸
商
等
騨
校
の
利
M
､
架
津
両
氏
が
光
弘
さ
れ
た
甘
心
の
桜

本
か
ら
常
誠
的
に
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
限
り
の
日
本
産
助
物
を
明
僻
な

囲
版
に
し
､
摘
要
の
解
散
を
加

(
て
川
版
き
れ
た
も
の
で
p
プ
レ
ー
ト

の
放
五
六
､
索
引
づ
き
P
仰

視

も

加

(
て
則
六
版
の
手
頃
な
本
で
あ

る
｡
我
等
は
こ
れ
ら
の
聞
版
と
仰
祝
に
ょ
つ
て
'
粍
前
未
知
の
世
外
で

あ
っ
た
土
地
に
誘
ひ
川
き
れ
る
率
稲
に
冊
め
さ
せ
ら
れ
る
の
む
寄
ぶ
｡
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0
見

た

り

聞

た

り

中
村
堕

哀

古
今
笥
綻
殺
街

･:九
侶

一
脚
八
十
銀

狐
大
物
甜
雛
の
中
村
描
二
教
授
の
作
品
で
'
地
即
興
や
気
象
雛
に
捌

カ
ケ
ユ

し
て
川
さ
れ
た
随
蟹
父
は
小
目州
を
鵜
め
ら
れ
て
ゐ
る
｡
搬

教

似

'
隣
州

純
塊
'故
仰
汎
泉
な
ど
池
魚

の
許
も
あ
れ
ば
'
ウ
ヰ
ル
ソ
ン
山
淋
測
俳
で

の
血
の
許
も
あ
る
か
と
思

(
ば
､
池
水
師
の
虹
の
許
も
あ
る
O
伊
豆
大

鵬
の
許
な
ど
は
ま
こ
と
に
文
掛
帝
も
と
て
も
及
ば
ぬ
妙
女
で
あ
る
｡
ナ

ポ
リ
に
近

い附
令
の

傭
人
の
親
切
さ
に
感
心
も
す
れ
ば
､
東
都
離
山=･=.

慌
攻
守
の
匪
'
手
枕
の
準
官
な
ど
の
感
想
文
も
あ
る
｡
叩
快
附
帯
'
し
か

も
微
に
入
り
細
字
つ
が
つ
た
槻
教
練
と
で
も
云
ふ
べ
き
で
あ
る
｡
節
潜

は
こ
の
朝
を
手
に
し
て
埠
を
粧
さ
ず
に
泊
み
ふ
け
っ
た
､
京
都
に
尉
な

が
ら
､
東
都
の
風
発
を
新
た
に
数

え

ら

れ

た
枠
に
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け

荒

六
九


